
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2019年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 Afrimedico

1 事業の成果

置き薬システムを通じたアフリカの医療環境改善活動の促進、および研究活動の開始

『医療を通じてアフリカと日本をつなぎ健康と笑顔を届ける』をミッションに、2016年度より展

開を開始したアフリカのタンザニア ダルエスサラーム近郊の農村部で行っている置き薬事業を継

続し、さらにその置き薬の効果のエビデンスを確認するために研究をスター ト致しました。地域は昨

年と同じプワニ州キサラウェ地区のブワマ村・ムレグレ村の周辺、ングオン
ベヘラ集落と、キペラ村

の一部の 168世帯 (2020年 3月 末時点)に置き薬を配置し、住民の薬へのアクセスの改善と、置き

薬箱に薬の服用方法や病気の予防方法を記入したリーフレット同梱や住民
への紙芝居などでの医療

教育の実施を促進しました。

また研究に関しては代表理事の町井が東京女子医科大学の研究生となり、さらにタンザ
ニアの国

立大学であるムヒンビリ大学の薬学部と連携をして共同研究として 9月 に契約締結を実施致しまし

た。置き薬は日本発祥の 300年前のビジネスモデルであるため、現代のアフリカの環境に適したも

のとなるように、エビデンスを検証し事業を改革していきます。

上記アフリカ事業を支える活動として、2019年 8月 に横浜で開催された第七回アフリカ開発会議

(TICAD 7)の サイ ドイベントにてブースの設置及びセミナーを企画し、来日した現地
パー トナーと

ともに広く活動をアフリカ、日本からの来場者の方々に知っていただく機会を得ました。また供
に富

山の配置薬企業様にも訪問し、置き薬システムをより深く学ぶ機会を設けました。

‐年を通じて外部登壇、主催イベント、各種メディア
ヘの露出、メールマガジンや Homepage、 SNS

などを活用した広報活動を行い、AfriMedicOの 活動とアフリカの医療の現状についての理解を広
め

る活動とご支援いただいている方々への活動共有を行いました。

2 事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係る事業

定款に記載
された

事業名

事 業 内 容 日時

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

ア フリカの医療

環境改善事業、お

よびアフ リカに

おける医療教育・

知識啓発事業

タ ン ニアにおける医 過 地域

において配置薬事業を展開する

上記薬剤の配置拠点において、疾

病の予防・治療方法や薬剤の適正

使用を目的とした医療教育を行う

通年 タ ン ニ ア

( Pwani /'l'l

Kisarawe
district)

168
世帯

2,499



●

●

置き薬システムを通じたアフリカの医療環境改善活動の促進・医療教育知識啓発事業

<現地での置き薬事業と医療教育>

ブワマ村、ムレゲレ村各村の置き薬マネージャーを通じて、168世帯に置き薬の配置、補充、を

行っています。前年 3月 の 206世帯からの減少分は主に住民の他地域への移住によるものです。

また最寄りの医療施設とも連携し、地区全体の医療環境改善を図るべく、情報共有などを行ってい

ます。さらに置き薬事業オペレーション改善のため現地置き薬マネージャーが使用するモバイル

アプリの開発を進めています。また顧客アンケー ト作成し、置き薬事業と教育内容について現地の

顧客ニーズにあった形へと随時改革をしてまいります。

く研究活動 >

タンザニアで置き薬事業のエビデンスを検証するため、代表理事の町井が東京女子医科大学の

研究生となり、さらにタンザニアの国立大学であるムヒンビリ大学の薬学部と連携をして共同研

究としてスター トすることになり、9月 に契約締結を実施致しました。2020年からの Kisrave

Districtで の調査活動開始のため各種準備を進めております。

<現地体制強化>

2020年 3月 末現在、グルエスサラーム拠点の学生ボランティア (医学生・薬学生)は 24名 とな

り、我々の組織を支えてくれています。日本と現地タンザニアのコミュニケーションはオンライン

や SNSを通じて定期的にコンタクトを図り、より深く現地の状況把握が可能となりました。これ

により日本からの施策提案、展開が円滑化されました。また置き薬オペレーションアプリの開発の

ため現地エンジエアのボランティアメンバーも加わり、組織の人材強化を進めました。

上記アフリカの事業を支える日本国内での活動

・現地パー トナーとともに配置薬事業を国内で展開している富山の企業様に訪問し、配置薬の歴

史や置き薬のノウハウを学ぶ機会を設けました。

その他の活動

・組織運営やリーダーシップなどの内容の講演による収入を得ております。

・2019年 11月 、東京都より認定特定非営利活動法人 (認定NPO法人)と して認定を受けました。引

き続き寄付を通じて事業を支えてくださる企業・団体・個人の皆様とともに、認定NPOと して

の責任を果たすべく適切な事業運営、情報公開を行い、社会的インパク トの創出に邁進 してま

いります。
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法人名 :特定非営利活動法人AttMedico

濫塾証墓畳
2019年  4月   1日 2020年  3月  31日 まで

(単位 :円 )

635,000

2,103,664

1,595,000

35

2,103,664

1,595,000

635,000

35

513,667

464,262

579,980

400,000

115,744

140,736

26,155

133,731

92,556

23,399

9,432

2,499,662

48,365

21,484

166,019

15,727

81,980

68,640

8,695

410,910

2,499,662

410,910

4,333,699

2,910,572

752,555

1,423,127

752,555

ｎ

）

2,175,682

3,095,954

5 271 636

1.事業費
(1)人件費

人件費計

(2)その他経費

外注費

旅費交通費

海外出張費

研究費

印刷製本費

通信運搬費

広告宣伝費

支払手数料

会議費

交際費

その他

その他経費計

事業費計

2.管理費
(1)人件費

人件費計

(2)その他経費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

広告宣伝費

会議費

地代家賃

その他

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益

講演料等

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

益

1.受取会費
受取会費

2.受取寄付金
受取寄付金

3.受取助成金等
受取助成金

4.その他収益
受取利息

経常収益計

Ⅱ経常費用



禮鯏劉側2年6朏

藩調帳H棚2糊/旧
法人名：特定非営利活動法人AhiMedico

貸借対照表

2020年 3月 31日現在
(単位:円）
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I資産の部

1．流動資産

現金預金

前払費用

流動資産合計

2．固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1．流動負債

未払金

前受金

流動負債合計

2．固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

5,250,054

144,000

97,418

25,000

5,394,054

0

122,418

0

3,095,954

2,175,682

5,394,054

122,418

5,271,636

5,394,054



盟登蓋董の注i

重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によつて
います。

(1)固 定資産の減価償却の方法
該当事項はありません。

(2)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当事項はありません。

(3)ボランティアによる役務の提供
該当事項はありません。

(4)消 費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

2.事業別損益の状況

単一事業であるため記載を省略いたします。

3.施設の提供等の物的サービスの受入れの内訳

該当事項はありません。

4.活動の原価の算定にあたつて必要なボランティアによる役務の提供の内訳

該当事項はありません。

5.使途等が制約された寄付等の内訳
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。当法人の正味財産は (5,271,636)円 ですが、そのうち (1,595,000)円 は

事業費に使用される財産です。したがって、使途の制約されていない正味財産は (3,676,636)円 です。

(単位 :円 )

6.固 定資産の増減内訳

該当事項はありません。

7.借入金の増減内訳

該当事項はありません。

8.役員及びその近親者との取引の内容

該当事項はありません。

1,595,000 翌期以降に使用予定の事業用資金1,595,000

1,595,0001,595,000

団体助成金

合  計



法人名 :特定非営利活動法人AHMedico

量産旦量
2020年  3月  31日 現在

(単位 :円 )

33,550

5,216,504

144,000

5,394,054

97,418

25,000

122,418

5,394,054

122,418

5,271,636

I資産の部
1.流動資産
現金預金

手許現金

銀行普通預金

前払費用

旅費交通費等

流動資産合計

2.固定資産
固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債
未払金
コーポレートカード引落未払金

前受金

会費前受金

流動負債合計

2.固定負債
固定負債合計

負債合計

正味財産



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2019年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事彙年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営型活動法人Afrimedico

1 確認事項 (法第 20条及び第 2¬ 条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
日各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

~~「

]

住 所 又 は 居 所
氏   名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1
監 事

アンサ
ヾ
イエリ

|

安齊恵理

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月   日

月 日

2
監事

アオキモトヒロ

青木基浩

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年 月

月

日

日年

3
監事

アキヤママキコ

~

~

秋山牧子

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月

月

口

日

4
監事

ハラメク
゛
ミ

原愛

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年 月

月

日

年 日

5
理 事

カマチマサヒテ
゛

蒲地正英

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年   月 日

日年 月

理 事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 Afrimedico

氏    名 住 所 又 は 居 所

1 安齊 恵理

2 青木 基浩

3 秋山 牧子

4 原  愛

5 三津間 香織

6 竹村 のり子

7 内田 有紀

8 井上 裕介

9 味岡 紗貴子

10 秋山 義之




